
担当部署名 事務事業名 事業概要 目　標 成　果

商
工
観
光
課

観 光 振 興 事 業
（ 観 光 マ ッ プ 作 成・
まち歩き観光推進事業）

　郡山城下を中心としたまち歩き観光を企画し、市観光協
会・史跡ガイド協会等と連携したまち歩きマップ等を作成
します。

①城下まち資源調査
　史跡・城下まちの店舗情報や年間を通じたイベント情報
等を掲載した、まち歩きパンフレットを今年度中に作成し
ます。
②スポット整備　
　休憩ベンチやのぼり旗等を制作し今年度中に整備します。
③観光ガイド育成
　新たな担い手の発掘やおもてなしの醸成を図るための研
修を3月までに実施します。
④まち歩き観光イベントの実施
　武者衣装の着付け体験やまち歩きイベントを１0月に実
施します。

①城下まち資源調査を行いました。
・史跡、店舗情報の収集（１０月）
・ワークショップの開催（１１月）
　上記をベースに、まち歩きパンフレットを3月に制作し
ました。
②スポット整備を行いました。
・郡山看板設置（郡山展望台）１基（３月完成）
・のぼり「毛利元就の里」１00枚（１月作成）
③観光ガイド育成の研修を行いました。
・ガイド養成研修（９月実施）
・ガイド養成用マニュアル本作成（山麓編）（１月製本）
④まち歩き観光イベントを行いました。
・子供用甲冑購入（２体）（８月購入）
・甲冑まち歩きイベントの実施（４回）
　参加者　広島市内他より87名
　１２/3・１２/２0・3/7・3/１４に実施しました。

上記取組が、中国新聞掲載３回・タウン情報誌等の媒体に
掲載されました。

建
設
部

住
宅
政
策
課

住 宅 対 策 充 実 事 業
（ 婚 活・ 若 者・
定住促進支援事業）

①子育て・婚活世代への支援として、引き続き向ヶ丘・上
甲立婚活定住促進団地の分譲を行います。

②民間事業者による、左円住宅跡地の整備を完了し分譲を
行います。

①6区画の分譲を行います。
②民間事業者主体の住宅団地整備を促進します。

①４区画の分譲を行いました。
②民間事業者主体で左円住宅跡地の整備を行い、定住促進

団地「咲くら」として分譲開始しました。

住 宅 対 策 充 実 事 業
（空き家バンク事業）

　市内にある空き家２,3２0戸（平成２0年度住宅土地統計
調査による）すべての空き家実態調査を行い、所有者等へ
の意向調査を基に、空き家の活用促進と適正管理を図りま
す。併せて利用者への情報提供を行い、空き家を活用した
定住促進を図ります。

　空き家の活用目標を５0件以上とします。 ・市内１,90２戸の空き家特定、実態調査を行い、所有者
の意向調査を実施しました。

・空き家バンクに3２件の登録を行い１7件成立しました。

建　

設　

課

幹 線 道 路 整 備 事 業
（ 合 併 支 援 緊 急 道
路 整 備 促 進 事 業 ）

【東広島高田道路】
・吉田側　橋脚１基、橋台１基、側道工事
　下流排水対策（用地測量・詳細設計）
・正力側　側道整備工事

　地域高規格道路東広島高田道路の早期の完成を目指し、
広島県と連携を密にして着実に事業を推進します。

・吉田側の橋脚１基、橋台１基は完成しました。吉田側の
側道工事及び正力側の跨道橋工事、側道工事は繰越とな
りました。

・ 下流排水対策の用地測量の一部と詳細設計が完了しました。
幹 線 道 路 整 備 事 業

（国道沿線活性化事業）
　国道５４号沿線の魅力を高めるため、国土交通省と連携
し、休憩機能、情報発信機能、地域連携機能の基本機能に
加え、サービスの充実、防災拠点機能等多機能を備えた「道
の駅」の整備を図ります。

　地元説明会を開催するとともに、施設の詳細設計及び建
物・用地調査業務に着手します。

・平成２7年１月２6日に国土交通省と市で、地元説明会を
開催しました。

・施設の詳細設計及び建物・用地調査業務は、未着手とな
りました。

上
下
水
道
課

水 洗 化 向 上 事 業　
（ 下 水 道 の 整 備 ）

　下水道等排水設備設置普及促進補助金交付制度の活用と
併せて、下水道等の加入促進を図り、生活環境を改善します。

　市全体の下水道の普及を図り、水洗化率6４.0％以上を
目指します。

・公共下水道吉田処理区の面整備は、平成２6年度で完了
しました。市設置型浄化槽整備事業は、目標基数１30
基に対して、9１基の設置となりました。

・整備事業と合わせて、排水設備加入促進補助金制度によ
り加入促進を行い、２6年度末の水洗化率は、6４.7％
となりました。

（
公
営
企
業
部
）
水
道
課

未給水区域解消事業
（ 上 水 道 の 整 備 ）

　未給水区域の解消については、ボーリング等の補助によ
り対応していましたが、吉田町の水利を利用するなど、水
源を確保することにより未給水区域解消事業に着手しまし
た。
　今年度は新たな水源の確保を検討しながら、甲田町山田
地区と美土里町本郷・横田地区の水道施設の整備を進め、
安芸高田市全体の水道の普及率向上を目指します。

【甲田町山田地区】
・ポンプ施設１ヵ所
・水道管布設工事　L=3,9４0ｍ

（事業完了）
【美土里町本郷・横田地区】
・取水施設２ヵ所
・浄水施設１ヵ所
・配水施設２ヵ所
・水道管布設工事　L=４,870ｍ

水道普及率76.0％以上を目指します。

【甲田町山田地区】
　管路工事3,５3４m及び中継ポンプ所整備工事（１ヵ所）
を整備し事業を完了しました。新規加入戸数は3２戸とな
りました。

【美土里町本郷・横田地区】
　取水施設２ヵ所、浄水施設１ヵ所、配水施設２ヵ所と、
水道管布設工事6,86１ｍを整備しました。　

水道普及率は7５.3％となりました。

消
防
本
部

消
防
課

消防資機材整備事業
（ 消 防 救 急 無 線
デ ジ タ ル 化 ）

　電波利用の増大を背景に、電波法関係審査基準が平成
１５年１0月に改正され、アナログ方式（１５0MHz）の消防・
救急無線の使用期限が平成２8年５月末までとなったこと
により、当該期限までにデジタル方式（２60MHz）への
関係設備の整備を行います。

　平成２４年度の基本調査に基づき、平成２５年度に実施設
計を実施。平成２6年度は整備を完了し、試験運用を行い
ます。

　平成２6年４月から整備工事を開始し、平成２7年3月3
日から試験運用を行いました。3月２0日の完成検査合格
をもって整備工事を完了しました。

【整備施設】
　中馬、来女木基地局、八千代、高宮中継局

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

学校規模適正化事業 　小学校統合区ごとに「統合準備委員会」及び「専門部会」
を設置し、協議項目について具体的な協議を行います。

　「統合準備委員会」は年４回、専門部会のうち「総務部会」
及び「教育振興部会」は原則として月１回、「学校史編纂
部会」は年２回開催し、協議項目である統合時期、位置、
通学方法、遠距離通学助成、放課後児童保育、跡地利活用
などについて合意形成を図ることを目標とします。

　小学校統合区ごとに「準備委員会」及び「専門部会」を
設置して、保護者や地域にとって関心の高い、通学や、放
課後児童保育、跡地の利活用などについて提案し協議に入
ることができました。

（可愛・郷野地区）３月末現在　準備委員会6回実施
　　　　　　　　　　　　　　 総務部会7回実施
　　　　　　　　　　　　　　 教育振興部会２回実施

（八千代地区）３月末現在　準備委員会6回実施
　　　　　　　　　　　　 総務部会１回実施
　　　　　　　　　　　　 教育振興部会２回実施

（甲田地区）３月末現在　準備委員会8回実施
　　　　　　　　　　　 総務部会５回実施
　　　　　　　　　　　 教育振興部会２回実施
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サンフレッチェ広島　安芸高田市
スポンサードゲーム 2015
VS ベガルタ仙台

野津田選手の先制ゴールに湧き上がる安芸高田市民大応援団

１．先制シュートを決めるサンフレッチェ広島ユース出身の野津田選手　２．スタ
ジアムを練り歩く毛利武者　３．チームキャプテンの青山選手が笑顔でハイタッチ　
４．お祭り広場ではたくさんの特産品を販売　５．バスに乗ってスタジアム入りす
る選手を迎えるサポーターたち　６．追加点を奪った浅野選手のシュートの瞬間
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